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 モンスターラボ、グローバル‧国内の業界⽐較により 
 企業のDX成熟度合いを測定できる新サービス 

 「DXケイパビリティ評価」を提供開始 

 〜各国⽐較で⾒たDXの現状と課題を⽰した⽇本版DX調査レポートも初公開〜 

 企業の変⾰を実⾏するInnovative Engineering Partnerの株式会社モンスターラボ（本社： 
 東京都渋⾕区、代表取締役社⻑：鮄川 宏樹、以下「モンスターラボ」）は、企業のDX成熟 
 度合いを測定できる新サービス「DXケイパビリティ評価」の提供を開始しました。 
 DXケイパビリティ評価は、Webアンケート形式で約80の評価項⽬に回答すると、国内∕海 
 外の同業界などとの対⽐により⾃社のDX推進に対する強みや課題などの⽴ち位置を把握で 
 きるサービスです。本サービスを通じて企業のDX成熟度合いを客観的データに基づき把握 
 することが可能となります。 
 また本⽇、8カ国で実施したグローバル調査に⽇本市場の独⾃の分析を加えた、DXグローバ 
 ル調査レポート「デジタルエクセレンスの解明」も初公開いたしました。 

 ■「DXケイパビリティ評価」開発の背景 
 モンスターラボは、10年以上にわたり企業のDXプロジェクトを⽀援する中で、⾃社のDX成 
 熟度合いに対する適切な評価や課題、解決策が分からず悩んでいる多くの企業を⽬の当たり 
 にしてきました。 
 ⼀⽅、2023年に中東、⽶国、オランダ、英国、デンマーク、ドイツ、⽇本を含む8カ国で 
 様々な業界を代表する800社以上のビジネス‧リーダーに対し「DXケイパビリティ‧イン 
 デックス調査」を実施する中で、世界的にDXに成功しているDXパイオニア企業は、売上成 
 ⻑のみならず、NPSや利益率、⽣産性など、企業競争⼒が特出して⾼いことが明らかになり 
 ました。 
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 そこでこれらの結果を元にDXケイパビリティ評価指数  ※1  を策定し、指数に基づき⾃社を同 
 ⼀業界平均、国内トップ企業⽔準、グローバルトップ企業⽔準などと⽐較することで、⾃社 
 の強みや課題を抽出できるDX成熟度合い測定サービス「DXケイパビリティ評価」を開発‧ 
 提供することに⾄りました。 

 ※1  DXケイパビリティ評価指数：各企業のデジタル‧トランスフォーメーションの進捗状況及び対応⼒を表す指標。 顧客接 
 点と製品、戦略、組織と⽂化、オペレーション、テクノロジーの5つを柱とする分野に分類される25個のケイパビリティにつ 
 いて、約80の設問の回答結果に基づき指数化している。 

 ■新サービス「DXケイパビリティ評価」の概要 
 DXケイパビリティ評価は、Webアンケート形式で約80の評価項⽬に回答することで、⾃社 
 のDX成熟度合いを測定することができます。さらに得られた結果を同⼀業界平均や国内 
 トップ企業⽔準、グローバルトップ企業⽔準等と⽐較することで、⾃社の強みや課題を抽出 
 し、将来的に強化すべき項⽬や企業の向かう⽅向性を⾒出します。 
 サービスの詳細はこちら   https://monstar-lab.com/services/offerings/dxcapability 

 モンスターラボは、「DXケイパビリティ評価」を活⽤した課題抽出と解決策の提⽰などの 
 DXの戦略設計から、サービス‧ソフトウェアプロダクトのユーザー体験設計、アジャイル 
 開発やシステム基盤構築、モダナイゼーションなど、企業のどのフェーズや課題に対しても 
 DX推進を伴⾛して⽀援してまいります。 

 ■DXグローバル調査レポート「デジタルエクセレンスの解明」について 
 2023年に実施した「DXケイパビリティ‧インデックス調査」に、⽇本に特化した分析を加 
 えたDXグローバル調査レポート「デジタルエクセレンスの解明」を2024年4⽉10⽇に公開 
 しました。 
 本レポートのダウンロードはこちら   https://x.gd/MSiWE 

 ■調査概要 

 実施時期  2023年8⽉〜9⽉ 

 調査対象国  中東（アラブ⾸⻑国連邦、サウジアラビア）、⽶国、オランダ、英 
 国、デンマーク、ドイツ、⽇本の8カ国 
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 業種  TMT、消費財、⼩売およびホスピタリティ、⾦融サービス、エネル 
 ギーおよび公益、ヘルスケアおよび製薬、プロフェッショナル‧ 
 サービスおよび法律サービス、建設、輸送、物流‧流通、製造‧鉱 
 ⼯業など 

 調査⽅法  様々な業界と市場を代表するビジネス‧リーダー875名（44％はCレ 
 ベルの経営幹部）からインサイトを得ました。顧客接点と製品、戦 
 略、組織と⽂化、オペレーション、テクノロジーの5つを柱とする分 
 野に分類される25個のケイパビリティについて詳細な調査を実施 

 ■DXグローバル調査レポート「デジタルエクセレンスの解明」のハイライト 
 1.  DXの事業インパクト 

 DXの成功は事業の成功に直結しており、DXに成功しているDXパイオニア企業は、売 
 上成⻑率、収益性、株価上昇性、⽣産性、顧客満⾜度など、あらゆる事業のKPIで、 
 突出した成果を上げています。また、⽣産性、イノベーション、従業員満⾜度など 
 のいくつかの領域でもDXに遅れをとっている遅⾏企業に優っています。 

 2.  DXパイオニア企業には7つのDNAが存在 
 今回の調査結果の分析から、DXパイオニア企業に特徴的な価値観やプロセスが明ら 
 かになりました。これらは、DXで成功を収める上での必須要件であり、また組織に 
 刻まれたケイパビリティであることから、「DXパイオニアのDNA」であると考えら 
 れます。今回の分析から識別された7つのDNAは以下のとおりです。 

 1.徹底した顧客価値起点 
 2.全社統合的なDX組織 
 3.⼀貫した戦略ドリブン 
 4.漸次的かつ継続的変⾰ 
 5.基盤への徹底的投資 
 6.DXの社⾵への昇華 
 7.イノベーションの仕組化 

 3.  中東がDXで先⾏ 
 中東は国家戦略としてデジタル‧イノベーション推進への強いコミットメントを⽰ 
 し、DXの平均スコアは最も⾼くなっています。⽶国が僅差で2位につけており、残念 
 ながら⽇本は8カ国中最下位となっています。 

 4.  ⽇本企業のDX成功に向けたヒント 
 ⽇本企業がDXを成功させるためのヒントとして、本体（本社等）とは独⽴したDX組 
 織を⽴ち上げ、そこで実現したDXに関する成功事例を梃⼦に、全社に拡⼤していく 
 アプローチを提案しています。モンスターラボの顧客であるシンガポールの⽼舗⼤ 
 ⼿保険会社Income Insuranceの変⾰を、事例を交えながら解説しています。 

 Income Insuranceの事例の詳細はこちら 
 https://monstar-lab.com/cases/incomeinsurance 

 ■ブランドメッセージの再定義 
 お客さまに対し、モンスターラボの提供価値を踏まえたよりパワフルで統⼀的なメッセージ 
 を発信していくことを⽬的に、この度ブランドメッセージを再定義しました。 
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 ーーー 
 世界の集合知とテクノロジーで変⾰を 
 Innovative Engineering Partner 
 Amplifying transformation with Strategy, Design and Technology. 

 技術⾰新、気候変動、地政学リスク。 
 絡み合う課題や細分化されたニーズと、その先の競争⼒強化。 
 かつてないスピードで世界が変化する中、 
 事業だけでなく経営においてもデジタル変⾰と柔軟性が必要です。 

 私たちは、世界の集合知とテクノロジーで変⾰を実⾏するパートナーです。 

 戦略策定、ユーザー体験設計、モダンな開発、成⻑基盤構築。 
 世界の多様な専⾨家が柔軟に、そして⼀緒に試⾏錯誤しながら伴⾛し、 
 好循環な開発を繰り返すことで、明⽇への変⾰を実現していきます。 
 ーーー 

 今後もモンスターラボは世界の集合知とテクノロジーでお客さまの変⾰の実⾏を⽀援してま 
 いります。 

 ■株式会社モンスターラボ 会社概要 
 モンスターラボは、世界19の国と地域 でデジタルコンサルティング事業‧プロダクト事業 
 を展開するモンスターラボグループの⽇本における事業会社です。 
 企業のデジタル領域の課題に対し、戦略策定、体験設計、開発、成⻑基盤構築のどのフェー 
 ズにおいても、世界の集合知とテクノロジーで変⾰を実⾏してまいります。 
 URL   https://monstar-lab.com/ 

 PRに関する問い合わせ先 
 株式会社モンスターラボ PRチーム E-mail：  pr@monstar-lab.com 
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